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Ⅰ. はじめに

　教育は，知られた世界を背景に成り立ち，それは，あたりまえの世界を始まりとし，経験と言葉か

ら意識しえない全体世界を構築する．太陽が昇ることは，日常あたりまえであり，どの子供も見る世

界であり，この日常こそが最高の実在世界を創りあげているのである（Edmund Husserlによる）１．こ

の説明のない世界こそが常識を創り，日常の世界を構成している．この世界こそが知の形成における

前提としての「形」であり，この箱に色々な素材を提供することにより知の構造を創ることが教育の

行為と考えることができる．そのためこれらは，人が思考作業を開始するためのメタモデルであり，

常識をこえるための前提である．

　子供が，原子とか分子をなぜ学ぶかという疑問は，そこにはそれを受け入れるあたりまえの世界が

ないからであり，そこに，自然と科学の乖離をみることができる．人の歴史において理性とか科学は，

知られた世界を拡大してきたが，それは知られない世界が「ある」から成りたつ作業なのである．そ

の意味で人の存在を含め，認識を越えた説明のない「ある」世界を感じることこそ教育の大切な側面

なのであり，この視点から自然の教育の意味をここに考察したい．

Ⅱ. 知の成立

 ① 理解

　理解の始まりは，共感と共鳴であり，これは暗黙的な総合命題を創り，創造における暗黙的理解と

暗黙的予知を形成している２．これは，文化とか自然という人をとりかこむ環境に由来し，内的合理

性という思弁世界を形成する ２．個別的知識は，超言語的であり，科学とはなにか，自然とはなにか

という総合命題を背景として科学としての分析世界を転換することになる．そのため，理解のある側

面は，総合命題と分析命題の結合を意味し関係世界を創ることであり，また，別の側面は，論理と推

理を展開するここにより論理的理解を形成することでもある３．このため，学習とは「ある世界を知

る」という行為と「その構造レベルで知る」という行為が内包されているのである．

② 経験

　教育は経験を重視する．経験とは外界による心理的現象と考えがちであるが，デューイの認識論

（naturalistic theory of experience）においては，経験とは外界と人との相互関係において存在を創る
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行為と考えられている４．概念は，表現，思考の基礎を創り，観念は行動と存在の基礎とされる．こ

の行為は，感情，行動，思考による一体化を形成し，これら全体の同化を経験と定義する．それゆえ，

概念は形を創り，観念は思いを創り，これはまた科学世界と日常世界を形成する．日常世界は，文化

的記号世界と自然という「ある世界」から，経験を通し観念と概念による行動を規定する特有な価値

観を構築する．

　現代社会において，科学的判断は，社会的判断において重要な役割を示す．これらは，人の生活に

豊かさをもたらすが，逆に語りえない悲惨さをもたらし，ここには，科学における絶対性の信仰のみ

が存在している．これは，科学教育における経験が，概念のレベルでの経験に終始し，科学文化とい

うレベルの経験が存在しないためである．それは，エリオットが言う「私はこういう断片で，自分の

崩壊を支えている」というように，子供の生涯的な生を支える全体としての科学の経験なり人間の経

験が必要であり，それは他の分野についても同じと言える．

　子供は，経験と言語で存在し，生により自己を調節する．学校は，これら日常のあたりまえの世界

を説明できる世界に変えることを目的とし，これは私的世界（観念の世界）から公的世界（概念世界）

に変えることを意味している．その意味で，日常における経験は，観念による思考の一体化を創り，

学校における経験は，概念による日常との融合をはからなければならない．そのため，経験とは，情

意を背景とする心理現象を創ることであるが，心理世界と論理世界（認識世界）の全体的融合がなけ

れば経験の意味は半減し，子供の知的力も半減することになる．

　

③ 教授・学習

　人の精神の定義は不明であり，その成り立ちは，個人による世界と個人を取り囲む文化とか自然と

関係した世界を考え，それため，学習は内的世界の自己調節であり社会的調節となる．

　教授・学習過程において，教授とは学習の条件整備であり，学習とは内的世界の調節とされるが，

これは，概念転換を背景とする信念世界の調節を意味する．この中心は，概念と観念の融合された全

体性であるが，この全体いわゆるパラダイムの転換により，概念とか観念も転換され，観念化された

客体を創ることである．その意味で，単なる経験とか，スキルとか，合理性において知は形成される

ことはないし，子供の再発見により知は創られことはない．「学習とは，既存の知識を基礎とし，構

成される」という理念は５，科学研究が過去を遡行することにより未来を創る行為と同じである．基

本的に，科学は，知的誠実さと，客観的情報の体系性を背景とし，主観的（文化的，心理的）に成立

し，その意味で，教育は地域文化を背景とするのである．この日常文化 (soft) に科学文化 (hard) を

包括することにより（Vygotsky (1978)：ZPD (zone of proximal development) :Rollnick (2000)から再引用），

情意的発達，認識論的発達,概念発達が可能となり，子供の知識転換を超えたパラダイム転換が可能

となる．ここに行動，思考，判断能力を包括する知が成立することになる．

Ⅲ．科学の意味

　科学は，存在と認識を背景とした一つの文化である．これは，その前提の違いにより，二つの科学

分野を歴史的に形成している．一つは自然システムを分析し，機械的，還元的な科学観を形成する物

質科学であり，一つは自然システムを小システムの関係で構築される全体的科学観を形成する地球科

学である7．このシステム科学は，最近のプレートテクトニックの理論が示す通り，経験的レベル，準

仮説的レベル，仮説的レベルが階層的構造を呈し，これらの小構造の結合で全体システムを形成して

いる8．これに対応し，認識レベルも，帰納主義，演繹主義，さらにシステム的構成主義と変化し，そ

の予測可能な物語を形成している．そのため，真理基準は，経験の増殖性であり小システムの全体
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の調和と考え，そのため，理論は経験により否定されることはない．これらの仮説とか経験を包括す

る理論は，概念のネートワークを形成し，その構築の基本的枠組みはこの分野特有な歴史的思考であ

る．この思考は，この分野の行動を規定する前提とされ，そのため，システム科学の構造は，行動を

規定する枠組みとしてのメタレベル，概念のレベルとして経験レベル，準仮説レベル，仮説レベルに

分けることができる．それゆえ，科学は，「ある」という世界を背景に認識と推理により構成された

概念の構造（地図）であり，人の創造物と考えられる．そのため，「ある」ことは，事実の前なり，認

識の前に存在することになり，この視点が科学の性質と言われる分野である．これらの視点から，科

学＝自然という考えは消え，科学において知りえた世界は，自然の一部と考えるようになる．

Ⅳ．自然の教育

　自然教育の意味は，教授・学習過程における生活文化と同じ意味を持ち，そのため，自然教育とい

うより自然教養というほうが明確である．そこに「ある世界」がメタレベルの自然のイメージを創り，

この全体が自然の総合命題（直観）を規定する．情意的要素と連動するこれらの観念は，道具として

の概念より個体の行動を支配することになる．ピアジェはこれらの観念について分析，報告し，子供

における「a system of intimate beliefs」という無意識世界の存在を認め，観察者は，観察現象をこれ

らのシステムに整理することになる 9．これらの現象のイメージは，科学概念により，部分的に「分

かる」という分析過程を通し，概念に転化されたとき，経験現象は表現可能となり，認識とか論理の

世界に入ることとなる．この転換こそが不二の世界から分別の世界への流れとなる．教育は，概念な

り言葉により現象を説明し，個人の無意識世界を遡行することにより経験を統合する行為を示すので

ある．それは，科学研究において，新たな概念により現在の現象を説明すると同時に，歴史の記憶を

遡行することにより過去の異常現象なり不可思議世界を統合することとおなじである．人の生活に由

来する文化，取り囲む自然世界は，子供においてその始まりから無意識的重層構造を形成し，この無

限な語りえない世界が教育における無限な素材を提供するのである．

　自然の経験は，どの文化においても平等であるが，科学は西洋という文化圏でのみ生育した．それ

は，経験のみで知は成長することも，科学の展開もないことを示している．自然との媒介は，思弁的

であろうと形而上学(文化)が重要な役割を示し，ここから科学は創造されるのである．そのため，西

洋の自然観は，機械的となり，日本のそれは，共存となる 10．その意味で，科学は，存在，認識，論

理，倫理で構成されるのである 11．しかし，科学は言葉の通り「分けられた学」であり，その分岐の

世界から全体の世界への回帰は，システム的認識の転換と「ある世界」の遡行により可能となるので

ある．

　その意味で，子供時代における自然の教養は，心に全体的自然の風景をイメージし，科学教育が単

なる知識の暗記と面倒な実験でないこと認知させることである．これは，自然の「world view」をイ

メージし，分けられた学を統合することでもあり，知られた世界が知りえない世界と等価でないこと

を感知することである．そのため，科学は，人を媒介とした自然の映像であり，地図12 と考えられる．

　自然は，科学的知識により理解される．しかし，理解は，前提のある行為であるため，ある世界の

文化による潜在的理解と科学による表示的な理解がある．これらの二つの世界は，事実に関しては

「物自体―表現」，真理に関しては「対象概念―メタ概念」，科学の性質に関しては「客観―共通主観」，

体系に関しては「物語―説明」，その他，「言葉―概念」，「抑制―規則」，「道徳―エトス」，「形―パター

ン」，「状況―非状況」と言う距離が本来あり，これらの前提経験が科学経験を包括し，科学教育にお

けるメタ学習を形成する．

　これら文化とか自然環境による潜在的同化は，彩られた精神の枠を創り，これらが科学教育の基礎
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を形成し，精神の文化を創造するであろう．これが自然の教育の意味となる．
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